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成果の概要 

 

京都大学大学院教育学研究科博士後期課程 3年 

不破早央里 

 

【学会の概要】 

今回参加させていただいた学会は，International Society for Sandplay Therapy（国

際箱庭療法学会）の開催する ISST CONGRESS 2019，25th Congress of the International 

Society for Sandplay Therapy（国際箱庭療法学会第 25回大会）です。ユング心理学の

心理療法である箱庭療法の実践者や研究者が世界中から集まり，臨床事例の発表や研究発

表を行っています。箱庭療法に関するものが発表の中心となりますが，それ以外にもユン

グ心理学に関する幅広い内容について発表が行われています。本学会は，2年に 1度開催

され，第 25回大会は 9月 5日～9日までドイツ・ベルリンにて開催されました。今回も

30か国以上から 200人以上の実践者や研究者が集い，発表や交流を行いました。9つの主

となる発表の他に 40以上もの発表が行われました。発表と発表の間には交流の時間が設

けられており，地域の枠を超えた活発な交流や意見交換がなされました。 

 

【発表の概要と成果】 

 今回の発表ではこれまで理論的に効果があるとされ，世界中でかなり多く実施されてき

た箱庭療法が実際にどのようなプロセスをたどって治癒に至るのか，呈している精神症状

によってそのプロセスに差異があるのかといった点を明らかにするために，神経症圏の小

学生に対して行われた刊行されている事例の箱庭作品に対してメタ分析を行うことを目的

とし，先行研究を参考にしながら新たに独自の指標を作成しました。その後，作成された

指標に基づいて症状別の箱庭作品の差異などを分析し，発表しました。その結果，症状に

よって制作された箱庭作品に違いが見られ，緘黙や不登校といった神経症圏小学生が抱え

る心理学的テーマが箱庭作品に十分に反映されている可能性が示唆されました。この結果

について国際箱庭療法学会で口頭にて 15分程度発表いたしました。発表後，他の研究者

から質問やご意見をいただき，今回作成した指標で作品の特徴をとらえきれていない点が

あるのではないかといった指摘や手続きに関する意見を頂戴し，今後の研究への課題点が

明確になり，アイディアを得ることができました。今回いただいたご意見を基にさらに研

究を進めていきたいと思います。また，国際箱庭療法学会でいただいたコメントを現在執

筆中の論文に反映させることでさらに精緻化された論文になるものと思われます。これら

の作業も努力していきたいと思います。 

 また，今回の学会に参加して，学会の中で開催された発表やシンポジウムにも積極的に

参加しました。現在主要な精神症状となってきている PTSD（心的外傷後ストレス障害）と

箱庭療法の成果など近年流行している主要なテーマに関する発表などを聞きました。普段



目にすることの少ない海外の事例を多数聞くことができ，研究者である前に心理臨床の実

践者として，感服することが多々ありました。もちろん研究者として得られた知識もかな

り多く，今回発表した研究に関わること，そしてそれ以外の知識も幅広く得ることができ

ました。ここで得た知見を日本での実践にも生かしていきたいと考えています。また，た

だ知識を得ただけに留まらず，日本で見聞きする事例との比較によって共通点を見出し，

箱庭療法のプロセスというものについて考えさせられたり，また逆に，差異が見られて，

日本の心理療法の独自性や傾向についても考えたりすることができました。研究者として

プロセス研究や効果研究の実証的研究を行っていくにあたって幅広い心理療法への視点を

持つことが重要であると日々感じています。今回国際学会に参加することで得られた知識

や感覚はそれらに寄与するものであったと帰国してからの日々を過ごす中でも強く感じて

います。また，様々な国から訪れた研究者・実践者との出会いもありました。学会の中で

ディスカッションを重ね，自らの研究・実践について考えると同時に日本の研究・実践の

あり方についても考えることができました。帰国後も学会で出来た繋がりは続いており，

大変貴重な機会であったと切に感じています。 

 今回，国際学会に参加するのは初めてで，戸惑うことも多かったですが，それ以上に得

られたものの大きさを痛感しています。今回国際箱庭療法学会に参加して得られたものを

今後の研究や臨床実践に生かしていきたいと考えております。今回助成をいただいたこと

で国際学会での発表に踏み切ることができました。誠にありがとうございました。厚く御

礼申し上げます。貴財団のますますのご発展をお祈り申し上げております。 


